
第３回 藤久保地域拠点施設基本計画
検討委員会

令和元年12月19日
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１-１ 敷地設定 敷地後退（東側道路）について

【敷地後退（東側道路）に関する考え方】

本事業における敷地の設定について、町開発指導要綱上の指導を整理した。
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１-１ 敷地設定 敷地後退（東側道路）について

【敷地後退（東側道路）の現状】

○現状

・幅員4ｍの近隣住宅の生活道路…対向車のすれ違いが困難

・歩道無し

・藤久保小学校児童の通学路

・車道上に電柱あり

○藤久保小学校ヒアリング意見

・敷地後退した場合、児童の安全確保のため、歩道を設置してほしい。

・現在も一部の保護者が登校に付き添っている。

・すれ違いが困難なことから、通行量が限定的。

・交通状況がかわると、抜け道として使われ、危険になるかもしれない。
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【検討会議議決事項】

敷地後退（２ｍ）とし、歩道２ｍ＋車道４ｍの道路整備とする。

●所見
・町開発行為等指導要綱に沿った敷地後退を実施。
・歩道確保により、児童の通学の安全を確保できる。
・車道幅員は変わらないため、交通事情が大きく変わらない。
（抜け道化しない）
・土留め擁壁の撤去、新設により事業費が増える。
・敷地後退により、計画敷地が減少する。

１-１ 敷地設定 敷地後退（東側道路）について
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【整理事項】

北側ライオンズマンションへの道路が町道藤久保152号線として町に採納
されている。道路付替え方式について検討を行った。

１-２ 敷地設定 道路付替えについて

ライオンズマンション

町道藤久保152号線
幅員6ｍ
延長33.26ｍ

駐車場

ドラックSUGI

道路付替え

都計道

町道藤久保55号線
幅員4ｍ



●所見
・既存道路（町道藤久保152号線）に影響がある。
・既存幅員6m道路に2ｍの歩道を設けるため、
車道幅員が4ｍになる。

・マンション住民の理解が必要。
・歩行者が6ｍの横断で済む。
・既存道路の改修で費用がかかる。
・道路に曲りができ、走行しずらい道になる。
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【検討会議議決事項】

１-２ 敷地設定 道路付替えについて

ライオンズマンション

駐車場

歩道

車道

既存道路に接続する

町道藤久保152号線

付替え道路

都
市
計
画
道
路

歩道

現地写真

今後、住民説明、警察協議を実施の上、調整
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２ 複合化施設の取り扱いについて

【検討会議議決事項】

基本計画において複合化施設を検討するにあたっては、『１の施設』とし
て設置することとする。それに伴い、施設単位ではなく、機能を持った諸室
による検討を行う。

基本構想での施設の考え方

【藤久保地域拠点施設基本構想 36頁】

室名 属性 面積

開架書架 図書館 ●●㎡

閉架書架 図書館 ●●㎡

閲覧室 図書館 ●●㎡

遊戯集会室 子育て ●●㎡

幼児用遊戯室 子育て ●●㎡

保育室 子育て ●●㎡

赤ちゃんの駅 子育て ●●㎡

多目的ホール 公民館 ●●㎡

控室 公民館 ●●㎡

視聴覚室 公民館 ●●㎡

工作室 公民館 ●●㎡

和室 公民館 ●●㎡

多目的室 福祉 ●●㎡

小会議室 共通 ●●㎡

大会議室 共通 ●●㎡

事務室 共通 ●●㎡

・・・ ・・・ ●●㎡

・・・ ・・・ ●●㎡

基本計画での検討・明記の案
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３ 検討部会

【検討会議議決事項】

検討会議では検討が難しい詳細の検討について、施設所管課長及び実務者
により構成された検討部会を設置し、詳細の検討にあたる。

現在、下記の『学校施設検討部会』・『複合化検討部会』を設置。

〇学校施設検討部会

第１回学校施設検討部会 11月14日（木） 10時30分～11時50分

藤久保小学校ヒアリング 11月15日（金） 13時30分～15時00分

〇複合化検討部会

第１回複合化検討部会 11月13日（水） 9時00分～11時30分

図書館個別打合せ 11月14日（木） 15時00分～16時30分

第２回複合化検討部会 11月19日（火） 9時30分～11時40分

第３回複合化検討部会 12月11日（水） 10時00分~12時00分
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３ 検討部会

・学識経験者 ・区長会

・公民館運営審議会 ・藤久保小学校長

・ボランティア連絡会 ・藤小ＰＴＡ

・図書館協議会 ・商工会

・老人クラブ連合会 ・社会福祉協議会

・子ども・子育て審議会 ・公募委員

・協働のまちづくりネットワーク

基本計画検討委員会
１３名

・町長 ・副町長

・教育長 ・総合調整幹

・財務課長 ・総務課長

・秘書広報室長 ・都市計画課長

・健康増進課長 ・住民課長

・こども支援課長 ・学校教育課長

・教育総務課長 ・図書館長

・福祉課長 ・社会教育課長

・ＭＩＹＯＳＨＩオリンピアード推進課長

基本計画検討会議
１７名

事務局：政策

学校施設検討部会

意思決定調整機関諮問・答申

検討部会

・教育長（座長）
・学校教育課長
同担当職員

・教育総務課長
同担当職員

・政策推進室（事務局）

個別案件の詳細検討

複合化検討部会

・政策推進室長（座長）
・財務課管財契約担当主幹
・秘書広報室担当主幹
・健康増進課長 同担当職員
・住民課副課長 同担当職員
・こども支援課長 同担当職員
・福祉課長 ・社会教育課長
・図書館長 同副館長

●その他、個別検討の必要に
応じて設置

検討課題 回答

意見聴取に修正
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●主な議題
・普通教室サイズの検討

・体育館アリーナサイズについて

・グラウンドサイズについて

・その他（学校一般開放について、道路拡幅についての学校ヒアリング）

●検討結果
〇教室サイズは、従来のスパン通り（8ｍ×8ｍ）とし、部屋数の確保を優先する。

・授業内容の多様化により、特別教室を多く確保したい。

・オープンスペースや、学年活動のスペースを設けたい。

〇体育館アリーナサイズについては、従来通りとする。

・利用形態等に大きな変更がないため、従来通りのサイズでよい。

〇グラウンドサイズは従来通りとする。

・運動会の実施においては手狭であるが、従来通りのサイズを確保できればよい。

〇学校一般開放については、体育館、特別教室、空き教室の開放について今後検討。

・セキュリティや備品管理等について、課題解決を図り、開放の範囲などを検討する。

３ 検討部会 報告 学校施設検討部会
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●議題
・サービス（施設）コンセプト

・諸室リストの検討

●検討結果

今年度実施した団体ヒアリングや施設所管課意見などをもとに、基本構想に
定めた施設の基本理念『～集い・学び・育つ～ 輝く未来創造拠点』実現のた
めのより具体的な施設の在り方を定めた。

３ 検討部会 報告 複合化検討部会

【サービス（施設）コンセプトの柱】（案）
１．図書館を中心とした施設
２．情報発信・情報収集
３．全ての人の居場所
４．学び合い育ちあい地域力を創造する場
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１．図書館を中心とした施設
・メイン（中心）施設として、利用率の高い図書館を位置付ける。

・図書館は、全年齢が集える施設。

・知識や資料が活動の中心となる。

・動線的にも図書館を中心に有効的な配置を検討する。

⇒管理や既存サービスの質を維持するため、２層までにとどめる。

⇒施設全体の利用を誘引するため、２階、３階に設置するなどの案も。

図書館中心の配置イメージ案

図書館

公民館
市民活動

コミュニティ
イベントスペース

子育て施設

出張所

保健
センター 小学校との相互利用

入り易さ
賑わい・屋外との関係

３ 検討部会 報告 複合化検討部会

ふれあい
センター※

商工会※ 社協※

※導入を検討する施設
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２．情報発信・情報収集
・行政情報やイベント情報、施設の情報だけではなく、団体の活動情報など、

多様な情報を発信。

⇒団体は情報を発信したい。

・情報で、利用者と施設、イベントを繋ぎ、交流を創出する。

・ここにくれば、『自分が求める情報＋α』な情報を得られる。

⇒団体活動の様子が見れる。

⇒属性（年齢や目的）から、関連情報を提供。

大型デジタルサイネージ

関連情報の組合せ

類似ニーズの提供

マイナンバーカード活用

３ 検討部会 報告 複合化検討部会
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３．全ての人の居場所
・幼児、こども、学生、社会人、子育て世代、中高年、高齢者、障がい者、

在住外国人、全ての人の居場所。

・階層やエリアで、各々がすごしやすい空間を作る。

⇒年齢や目的で、求める機能が変わる。

・コミュニティスペースやイベントスペースでそれらの人が交流できる仕掛け。

図書館で調べ事

公民館で料理サークル

子供を一時預かり

地域サークル体験やボランティア
シルバーの活躍

発表イベントに参加

さらなる発展も観覧

仕掛けで作る居場所と交流の案

３ 検討部会 報告 複合化検討部会
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４．学び合い育ちあい地域力を創造する場
・市民活動、ボランティア活動、ビジネス活動等を総合的に支援する場。

・所管課同士が団体同士の交流を仕掛け、新たな活動・地域力の創出。

・施設の配置構成に工夫。

【想定される施設機能】

（活動）

市民（ボランティア）活動室、

コワーキング※スペース

（支援）

相談スペース

（発信・交流）

コミュニティスペース、

イベントスペース、情報コーナー
※コワーキングとは…事務所、会議室、打合せスペース

などを共有しながら、独立した事業を行う共同ワークスタイル

きっかけ

・敷居が低い
・目的を持たずに来る
・とりあえずの居場所

情報に触れる

コミュニティスペース

賑わい

情報コーナー

イベントスペース

発表・披露

市民活動

成長

・敷居が高い
・目的を持って訪れる
・参加、成長、育成の場

相談スペース

支援

交流の仕掛け

配置構成イメージ

カフェ

民間活用など

３ 検討部会 報告 複合化検討部会

ビジネス


